









Evaluation of Argyrophi liC Nucleolar Organizer Regions (AgNORs) 





















準偏差より、1.74未満のLow群、1.74以上2.98未満のRelative low群、 2.98以上~.2未満のRelativehigh 


















を示した。 Scoreをその平均値と標準偏差より 4群に分けると、 4.22以上のhigh群では33.3%の再発が
みられ、 Kaplan-Meier法でも他群より有意に高い再発率であった。再発形式でみると、 high群の再発例で、
は全てに局所再発が認められた。以上の結果より分化型甲状腺婚の再発高危険群の抽出においてAgNOR
scoreの有用性が示された。
本論文は、甲状腺癌手術後の再発を予測するために、 AgNOR染色を問いた細胞増殖活性の評価が有用
であることを示したものであり、分化型甲状腺癌の術後管理において再発高危険群の治療計画に寄与する
ものであると考えられる。よって著者は博士(原学)の学位を授与されるに値するものと判断された。
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